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シンポジウム③漢方：中医学から学ぶもの

海外から見た中医学の動きと
日本への提言
戴 昭宇
香港浸会大学中医薬学院

NPO法人 日中健康科学会

それでは，海外から見た中医学の動きと，さらに日本に対する私からの提言を

お話させていただきます。本日は主に①紹介：中医学の最新な動き，②反省：中

医学の現状と課題，③検討：日本の漢方と中医学，④提言：日本の発展のために，

といった内容を予定しておりますが，時間の関係もあるので，時間になり次第，

終わらせていただきます。

中医学の最新の動き

香港編
まず香港から紹介させていただきます（図１）。実は今日（2016 年９月 18 日），

こちらの学会と並行して香港においても北京・上海・広州・成都といった４大中

医薬大学の香港・マカオ校友会の共催によって，「中国中医大学教育 60 周年記念

シンポジウム」が盛大に開催されています。各大学の校友会から推薦された多数

の演者が母校の伝統を回顧し，また優れた研究や教育，臨床などの業績をアピー

ルしたりして，60 年間の中医学の大学教育の歩みを反省しながら，中医学にとっ

て喫緊の課題と今後の発展方向について検討しています。700 人以上が参加する

予定で，たいへん賑やかになると思います。

香港の中医学の近況ですが（図２），現在，香港で中医教育を実施している大

学は３カ所で，登録されている中医師は７千人以上に達しています。2010 年の

調査では，香港市民１千人あたり西洋医の数は 1.8 人，中医師の数は 1.3 人と，

両者の数が近づいてきています。中医学に対する香港市民の受容度も相当高く，

医療保険の適用がない中薬と鍼灸治療に対し，自費で中医を受診する患者は西洋

医学中心の公立機関の利用量（22.4％）と伯仲しています。香港市民は中医学を

信頼して愛着をもっています。
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また香港政府は中医学の促進に尽力しています。2003 年以降，香港の 18 区す

べてにおいて中医学の教育研究センターが開設されています。香港には，東西の

文化，自由な精神，世界の資金と科学技術が集まるといった特徴があり，国際的

な中医薬センターに成長させたいというビジョンが設けられています。

アメリカ編
先週，北京中医薬大学の創立 60 周年の記念式典が行われました。60 周年を記

念していろいろとシンポジウム，学術講演会が行われ，こういう賑やかな学園祭

のような催しもありました（図３）。

こうした活動は中国国内に留まりません。海外にいる多くの中医師たちも母校

のそうした記念活動と合わせて，例えばアメリカでは在米校友会の交流活動が行

われており，「全米中国中医薬大学校友連合会」が主宰して数千人が参加したネッ

ト上の交流活動では「WeChat」（微信）を活かした交流を行っていました。在米

の各中医薬大学の校友たちが母校と連携し合い，それぞれの大学の歴史や伝統，

各地の顔となる老中医たちの優れた業績を回想しながらアピールしたりして，数

カ月の間，熱気をもち続けた交流で賑わいました。

こちらはヨーロッパを中心とするもう１つのネットワークですけれども，国際

中医連合群のネット講座の例です（図４）。

図１
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これは WeChat のネットワークなのですけれども，たえず講座が開かれています。

こうした国際中医連合群にはヨーロッパを中心とした数千人の中医師が集まって

います。ほぼ毎日，講義・講座のような交流活動がネット上で無料で展開されて

いて，自分が関心をもっている内容について交流できるようになっています。

また先週，中国において G20（Group of Twenty）が行われました（図５）。G20

とは先進国に新興国を加えた主要 20 カ国・地域の首脳会合のことで，日本の安

倍首相とアメリカのオバマ大統領も出席して中米の両政府間で 35 項目にのぼる

協定が結ばれましたが，実はそのなかでは，2017 年初めの中米の軍医鍼灸に関

する専門家交流と，2018 年に中米の連携でアジア・太平洋軍事医学学会を開催

することが含まれていました。

米軍では鍼が活用されています（図６）。これまで，鍼治療に有効とみられる

疾患が 307 種類以上，著効を示した疾患は 100 種類余りがあげられます。特に

さまざまな疼痛性疾患，感覚障害，運動障害および機能失調性疾患に対して鍼の

治療効果の評価が定まっています。米軍の鍼治療に対する運用は主に鎮痛に集中

しています。中米両国の首脳によって，両国の軍事医療における鍼治療の交流が

手掛けられることから，今後，アメリカにおいて鍼灸医療の発展が進むのではな

いかという見方も出ています。

図３

図４
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また，つい先日ですが，９月 13 日，アメリカの『内科医学年鑑』のネット版

に，便秘の鍼治療に関する最新の臨床研究が英文で掲載されました（図７）。こ

れは中国中医科学院が主宰した研究で，1,000 人以上の重症便秘症の患者を対象

に，中国国内の 15 カ所の病院が参加して鍼治療による共同研究の結果をまとめ

たものです。研究は腹部経穴の鍼治療を行う治療群と，非経穴への偽の電気鍼の

浅刺による対照群に分けて，ダブルブラインドの方法で観察されたものです。８

週間を１クールとして計 28 回の施術，継続して 20 週間の研究観察を行いました。

毎週の排便回数が主な指標とされ，その結果は，治療群の排便回数は対照群より

倍以上も上回り，大多数が正常になり，顕著な有意差が出たことから，慢性便秘

に対して鍼治療が有効だという結論が得られました。

われわれ中医あるいは鍼灸界からみれば，鍼治療によって胃腸の蠕動が促進で

きることは，古今の共通認識ですが，国際的な医療界では相変わらずエビデンス

不足という見方が強く，この研究はそれに応えるために行われたわけです。

振り返ってみると（図８），アメリカでは鍼灸が受容されたピークがこれまで

３回ありました。１回目のピークは 1970 年代で，最初の鍼灸ブームが起こります。

２回目のピークは 1990 年代で，1995 年５月に FDA（アメリカ食品医薬品局）よ

り鍼を医療器機と捉えられるようになり，NIH（アメリカ国立衛生研究所）も全

国の「鍼灸共識会議」において，はじめて鍼灸の医療価値を明確に肯定しました。

図５
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３回目のピークは 21 世紀に入って以降で，中医界から「中医専門教育改革法案」

が推進され，ホワイトハウスから世界中の 43 種類の伝承療法が正式にアメリカ

の代替医療に組み入れられました。そのうち TCM（伝統中医学）が独立した医

学体系として正式にアメリカの政府文書に入りました。

アメリカでは 1971 年以降の 45 年間，鍼灸に対して「不思議から受容」「非合

法から合法」といった変化が連続的に起こっています（図９）。鍼灸がアメリカ

の 44 の州で合法化され，次第に正規の臨床，教育と科学研究の体制のなかに受

け入れられ，一部の州では保険適用にもなっています。また全米の鍼灸学校の数

が現在，53 カ所あり，５万人以上にのぼる鍼灸業界が形成されています。毎年，

鍼灸治療の利用者は 300 万人に達し，全業界の売上が 17 億ドルを超えています。

こちらは私のクラスメートらが共同でまとめた『鍼灸の米国における多次元的

な発展』という本ですが（図 10），アメリカにおける鍼灸事情について論述して

います。現在，アメリカにおいて鍼だけでも，いろいろな流派があります。中医

鍼灸のほかに，日本鍼灸も注目されています。

次に中国の中成薬についても少し触れておきます（図 11）。中国天津の天士力

グループが開発した複方丹参滴丸（田七・丹参・氷片）という中成薬が，20 年

図7

9 13

図8

•

•

•



日本中医学会雑誌　Vol.8 No.1　2018　63

シンポジウム③漢方：中医学から学ぶもの　海外から見た中医学の動きと日本への提言

近くの努力によって新薬としてアメリカ FDA に申請され，第３期臨床試験が昨

年末までに完遂されました。アメリカで認可される初の中国の中成薬になると説

明されています。つまり鍼だけでなく中薬でも徐々にアメリカに進出するように

なっているのです。

現在アメリカでは，中薬とハーブは食品栄養補充剤とみられていて，薬とはさ

れていないため，薬効の標榜と宣伝ができません。また，ときどき薬事法にもと

図９
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http://mp.weixin.qq.com/s?__biz=MzI4OTIyODkyOQ==&mid=2247484599&idx=3&sn=81b4c66d970beae9e8d92ea
658d9789f&scene=1&srcid=09082ZcNADj46uCySXUEsbbs&from=groupmessage&isappinstalled=0#wechat_redirect

図10
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http://mp.weixin.qq.com/s?__biz=MzIwNjU1MzMwNA==&mid=2247483684&idx=1&sn=73f73f305ff9e99d51f90838507892
e0&scene=1&srcid=09051CN8Iy0ATIBg39pU5sS9&from=groupmessage&isappinstalled=0#wechat_redirect
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づき FDA から安全性に問題ありとされた一部の中薬について質疑され，利用禁

止となったリストも出されています。確かに中国国内でも中薬の農薬や重金属の

残留問題は，中薬の応用と普及において重大な障害となっていて，アメリカでも

中薬を質疑する際によくこの農薬や重金属の残留が問題視され，中薬をアメリカ

へ進出させるうえで障害になっています。また一方で，アメリカの医療界の基準

で新薬の臨床試験をパスし，中薬をアメリカの処方新薬に変身させれば，在米の

中医師たちがその薬を自由に使えなくなるという，逆の意見も出ています。

カナダ編
次にカナダの状況についても少しお示しします。カナダの首相の Justin Trudeau

氏が訪中して G20 に参加した際，中国とカナダとの間で新しい商業貿易に関する

合意を結びましたが，そのなかには，北京中医薬大学とカナダのクワントレン理

工大学（Kwantlen Polytechnic University）の両学長が，中医本科学位の連携教育

に関する協定も結ぶことが含まれていました。これは中国とカナダの公立大学の

間で初となる試みで，これから「中医本科教育」が始まります（図 12）。

カナダのクワントレン理工大学中医学院の２年間の鍼灸学課程を修了した者

はカナダの鍼灸師試験に参加する資格を得られるとともに，修了者はさらに北京

中医薬大学の試験を経て北京で４～５年の学習を継続でき，その試験の合格者に

は中医学士の学位が与えられます。

図12
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欧州編
ヨーロッパの事情についても簡単に紹介しておきます。中医関連の施設の多く

は，小型のクリニックの形で運営されていますが，総合病院に鍼灸科や中医科を

開設するところもあります。中医治療の主体は鍼灸で，多くの国では中医薬ある

いはハーブ療法は認可されていません。フランス・イタリア・ベルギーなどの国

では，鍼灸は医師しか行えない医療行為とみなされています。

現在，少なくとも 35％のヨーロッパの住民が鍼灸あるいは中薬治療を受けた

ことがあり，すでに中医薬が現地で補完代替医療の主流となっているといわれて

います。

オランダには中医薬の従事者が４千人余りおり，中医クリニックは 1,500 カ所
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を超えています。イギリスには中医クリニックが３千カ所以上，中医鍼灸師は約

１万人。フランスには１万人余りの鍼灸師と３千カ所以上の鍼灸クリニックがあ

ります。スペインの中医鍼灸師は１万５千人，ポルトガルには３千人以上の鍼灸

師，ドイツには５万人以上の鍼灸治療師がいて 70 カ所以上の病院に中医外来が

あります。モスクワ市の中医鍼灸師は２千人以上，中医診療所の数は 300 カ所を

上回っています（図 13）。

こちらは，欧米において唯一保険会社から診療費の給付を受けている中医病院

です（図 14・15）。

図13
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図14 図 15

このドイツの Kötzting TCM Clinic は，1990 年初頭，北京中医薬大学附属東直

門医院が創設したドイツで初となる中医病院で，受診者はすべて，長期間の西洋

医学治療を受けても満足できなかった患者です。病状が複雑で難治性の疾患が多

いですが，入院病床の使用率はずっと 95％以上で，平均入院日数は 25 日間，中

薬の使用率は 100％と，中医学をメインとした治療が展開されてきました。

現在の院長は私の同窓生で，同じ「戴」姓の戴京璋氏です（図 16）。

この病院では中医学の特徴を強調しながら中薬と外用療法の併用，鍼灸・推拿

などの治療法を組み合わせた総合医療，さらに心身同治を重視する治療を展開し

て優れた業績をあげています。

ヨーロッパにおける中医学関連の立法状況ですが（図 17），立法していない国，

鍼灸だけ立法した国，中医薬と鍼灸をともに立法した国という３つのタイプがあ
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ります。ハンガリーとスイスは中医薬と鍼灸をともに立法化しており，ポルトガ

ルは鍼灸を立法化し，中医薬については議事が行われているところです。

図16
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図17
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また最近，スイスでは政府が，ハーブ療法と中医学など４種類の補充医療が

2017 年５月から西洋医学と平等な地位が与えられるようになると公表しています。

総じて鍼灸は中薬に先行して，中医学の牽引者となって国際化が進んでいます

（図 18）。

図18
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中国編
中国の最近の動きについて簡単に紹介します（図 19）。特徴を１ついうと，政

府が中医学を強くバックアップするような政策をたえず出しているということで

す。中国政府は近年，中医学を中国の文化，医療，産業ならびに科学技術の諸分

野において，独特な優位性をもち，将来性もある良い資源だと強調しています。

「一帯一路」「健康中国」「大健康戦略」といった国の発展指針にはいずれも，中

医学を重視し強くバックアップしようとする政策が含まれています。

例えば昨年，『中華人民共和国中医薬法』（草案）が公表され，法整備を通じ

て中医学の伝承と発展を保障し促そうという政府の姿勢がはっきりと示されまし

た。これはすでに全人代の二次審議に入っています（図 20）。ハイライトとなる

のは次の６つです。

１．中医薬の発展事業にかかる費用は政府の財政予算に加える。

２．古典処方の新薬申請には，臨床試験を経由させず手続きの簡素化をはかる。

３．道地薬材の保護を強化する。

４．各医療機関では医師の処方にもとづき自主的に刻み生薬を炮製できる。

５． 師弟伝授の中医師試験の受験者は，少なくとも２名以上の中医師からの推薦

を得なければならない（受験の合格者は中医師資格を得られる）。

６．中薬の調剤と製造に関する責任の所在を明確にする制度づくり。

図19

最近，政府は中医薬に関する一連の施策を出しています。例えば今年２月，国

務院は『中医薬の発展に関する戦略の規画綱要』（2016 ～ 2030 年）を発布しまし

た。８月に入って『国の科学技術に関する第十三次５カ年計画』と合わせた『中

医薬の発展に関する第十三次５カ年計画』も登場。年内には中国からの国際的な

連携と合作の展開を主眼とする『中医薬における「一帯一路」発展計画』も公表

される見込みです。

また，国務院以下の 36 の官庁が共同で連合会議を組織して，一括して中医薬

の発展のために事業を推進する体制をつくっています。



68　日本中医学会雑誌　Vol.8 No.1　2018

第６回日本中医学会学術総会学会講演学会講演

ここまで現状を紹介しましたが，一方で反省すべきところもあります（図21）。

例えば現在，中国では中医師の診療には大きく４つの流派があります。

１．伝統的理法方薬派。いわゆる「学院派」の主流となる診療スタイル。

２．方証派。日本漢方および日本からの影響を受けています。

３． 病証結合派。中医学の弁証と西医の弁病とを結びつけ，東西の薬理学研究を

も照合し合うスタイル。

４．色脈相合派。舌診と脈診を重視する診療スタイル。

図21
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•
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•

そのため，中国に対して WHO（世界保健機関）からも，中医薬の国家基準の

体系づくりに強い期待が示されています（図 22）。その背景として，中国におけ

る中医学の研究，鍼の研究などの基準はまだ乏しいため，その構築が期待されて

います。

最近のトピックをもう１ついいますと，いろいろなドキュメンタリー番組が作

られています（図 23）。

中医学の内容の番組を利用して中医学の普及・宣伝をはかることが，新しい動

きの１つです。例えば私なども関連しているのですが，2018 年の「李時珍の生

誕 500 周年」を記念するための記念プロジェクトの準備がすでに始まっています

図20
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図24

（図 24）。

また，中国中央テレビ局でも『孟河医派』についてシリーズの番組が作られま

した（図 25）。

さらに香港のテレビ局でも，中医学の 100 年を回顧するようなシリーズ番組が

作られました（図 26）。ハリウッドの監督も中国と連携してドキュメンタリーを

作ろうという計画を進めています（図 27）。

図22
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おわりに

最後に，日本編に入りますが，漢方と中医学のことについてお話しておきます

（図 28・29）。漢方と中医学は同源異流・同根異枝，相互浸透・相互包容の関

係です。これは私の提案ですが，中医と漢方の関係から，日本の特徴を考える

べきではないかと思います。中国でも重視している日本の特徴をさらに研究して
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アピールすべきではないかと。そして，これからは中医学と漢方の垣根を越える

ことが非常に大切だと思っています。

また，学術の交流と普及において，さまざまな方法を活用することを提案した

いです。先ほど「WeChat」（微信）について紹介しましたが，これは中国人の半

数にあたる７億人ほどが利用しています。シンポジウムやいろいろな勉強会，講

座などに利用することができます。

そして最後に，長期的な課題の確立として，日本中医学の発展をいかに推進す

べきかということをたえず追求して検討していき，さらにその検討の輪を日本だ

けでなく中国や韓国にもつないでいければと祈念して私の話を終わらせていただ

きます。これは日本中医学会にとっても重要なことではないかと思っています。

図28
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図29


